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（決算審査特別委員会小委員会での審査）

総 括 質 疑
　９月定例会では、決算審
査特別委員会において各会
派の代表が、令和元年度決
算について一問一答方式に
よる質疑を行いました。
　ここでは、その質疑の一
部を掲載します。

問
　公
立
保
育
所
の
役
割
の
１
つ
に
子
ど
も

の
発
達
支
援
が
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
発
達
支
援
な
ど
を
行
う
た
め
に
、

公
立
保
育
所
を
幾
つ
残
す
べ
き
か
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　将
来
的
に
公
立
保
育
所
を
幾
つ
残
す
べ

き
か
の
答
え
を
、
今
出
す
の
は
難
し
い
。

保
育
の
質
と
量
を
残
す
た
め
に
は
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
、
今

後
の
施
設
整
備
の
段
階
で
判
断
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
冨
田
　達
也

輝（
か
が
や
き
）

問
　い
つ
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
中
、

今
後
は
老
朽
管
の
更
新
が
重
要
に
な
る
と

考
え
る
。
水
道
管
な
ど
の
水
道
施
設
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　水
道
施
設
整
備
は
、
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
安
全
・
強
靭
・
持
続
の
三
つ
の
柱
に

基
づ
き
、
浄
水
場
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
老
朽
管
の
更
新

や
、
水
道
管
の
耐
震
化
な
ど
を
行
い
、
将

来
に
向
け
た
水
道
施
設
の
整
備
計
画
の
策

定
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　
　
　

　

問
　日
本
全
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発

生
し
て
お
り
、
本
市
で
も
そ
の
備
え
を
し

っ
か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
市
の
防
災
協
定
の
締
結
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　

答
　防
災
協
定
は
、
避
難
所
開
設
に
係
る
も

の
、
物
資
供
給
、
輸
送
関
係
、
消
防
関
係
、

他
自
治
体
と
の
相
互
応
援
に
係
る
も
の
な

ど
、
現
在
合
計
で
71
件
締
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
協
定
先
は
、
行
政
機
関
が
13
件
、

民
間
団
体
が
58
件
と
な
っ
て
い
る
。
　
　

　

問
　新
た
な
日
常
の
到
来
を
見
据
え
た
教
育

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の
大
き
な
方
向
性
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。
　
　
　

答
　学
校
教
育
の
現
場
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
ペ
ン
な
ど
と
同
じ
学
習
ツ
ー
ル
の

１
つ
と
し
て
、
学
習
を
有
効
に
進
め
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し

た
い
。
今
後
、
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
を
さ
ら
に
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
持
続

可
能
な
社
会
の
作
り
手
と
な
れ
る
よ
う
、

一
層
の
教
育
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
問
　新
し
い
生
活
様
式
が
始
ま
り
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
は
、
3
密
回
避
の
た
め
に
運
営

や
広
報
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ラ
イ
ブ
映
像
な
ど
の
配
信
強
化
の
た
め
、

機
材
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　現
在
、
映
像
づ
く
り
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
外
部
委
託
を
す
る
か
、
職
員

な
ど
で
つ
く
る
か
を
仕
分
け
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。
職
員
で
つ
く
る
場
合
に
必
要

な
資
機
材
が
あ
れ
ば
、
そ
ろ
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　

　

問
　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
避
難
所
の
感
染
症
蔓

延
防
止
の
た
め
、
換
気
や
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　3
密
回
避
の
た
め
に
、
避
難
所
内
の
十

分
な
換
気
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の
追

加
備
蓄
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
や
間
仕
切
り

セ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
に
も
努
め
て
い
る
。

　

問
　介
護
保
険
の
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
で
の
本
市
の
評
価
や
、
高
く
評
価
さ

れ
た
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。

答
　令
和
元
年
度
の
評
価
は
、
京
都
府
内
で

１
位
で
あ
っ
た
。
評
価
の
視
点
は
、
自
立

支
援
重
症
化
予
防
な
ど
に
資
す
る
施
策
の

推
進
や
、
介
護
保
険
運
営
の
安
定
化
に
資

す
る
施
策
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
介
護
予
防
や
認
知
症
施
策
に
早
期
か

ら
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
点
が
、

高
評
価
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
問
　フ
ー
ド
バ
ン
ク
長
岡
京
で
は
、
食
品
ロ

ス
と
し
て
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
家
庭

な
ど
か
ら
持
ち
寄
り
、
福
祉
施
設
な
ど
に

提
供
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
し

て
い
る
。
活
動
の
周
知
な
ど
の
た
め
、
定

期
的
に
公
共
の
場
所
を
提
供
で
き
な
い
か
。

答
　フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
定
期
開
催
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
非
常
に
有
効
だ
と
考
え
る
。

定
期
的
な
開
催
に
は
、
団
体
の
協
力
も
必

要
に
な
る
が
、
公
共
の
場
所
で
の
開
催
に

向
け
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

問
　コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
中

で
、
市
税
の
猶
予
件
数
は
、
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
件
数
よ
り
少
な
い
。
国
民
健

康
保
険
料
に
は
減
免
が
あ
る
が
、
市
税
の

減
免
は
で
き
な
い
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
　市
税
の
減
免
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
、
猶
予
ま
で
至
ら
な
く

て
も
、
分
割
納
付
と
い
う
対
応
も
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
納
税
相
談
に
来
て
い
た
だ

き
、
相
談
に
乗
る
中
で
、
制
度
の
案
内
を

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
問
　直
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
。

指
導
員
が
事
務
を
行
う
た
め
に
も
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
導
入
が
急
が
れ
る
が
ど
う
か
。

答
　現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
優
先
度
の
高
い

施
設
の
建
て
替
え
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
他
事
業
の
進
捗
状
況
も
勘
案
し
つ

つ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
効
率
化

の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
が
必

要
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　

問
　民
間
の
電
気
、
ガ
ス
事
業
者
は
、
生
活

保
護
世
帯
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に

直
接
接
触
さ
れ
る
ま
で
、
供
給
停
止
を
し

な
い
。
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、
直
接
対

話
な
ど
、
本
人
と
接
触
が
で
き
る
ま
で
は
、

給
水
停
止
を
待
て
な
い
の
か
。
　
　
　
　

答
　給
水
停
止
を
行
う
ま
で
に
、
電
話
や
現

地
訪
問
、
夜
間
訪
問
を
含
め
て
対
応
し
て

い
る
。
さ
ら
に
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
生

活
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
最
終
的
に
給

水
停
止
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
　
　
　

　

綿
谷
　正
已

輝（
か
が
や
き
）

進
藤
　裕
之

輝（
か
が
や
き
）

中
小
路
　貴
司

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

山
本
　智

公
明
党

冨
岡
　浩
史

石
井
　啓
子

公
明
党

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

広
垣
　栄
治

日
本
共
産
党

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

問
　令
和
元
年
度
は
、
平
年
を
上
回
る
数
の

台
風
が
発
生
し
、
５
個
が
上
陸
し
た
。
今

後
、
市
と
し
て
、
昨
年
度
の
台
風
の
教
訓

を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。
　
　
　
　

答
　台
風
接
近
前
に
は
、
気
象
警
報
の
発
表

を
予
想
し
、
職
員
向
け
の
メ
ー
ル
な
ど
で

配
備
体
制
、
初
動
体
制
が
遅
れ
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
災
害
発
生
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
危
険
箇

所
な
ど
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

必
要
な
物
資
な
ど
の
調
整
を
し
て
い
る
。

　

上
下
水
道

上
下
水
道

総
括
質
疑
と
は
？

　
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
は
、
分
野
ご
と
に

審
査
す
る
「
分
科
会
」

と
決
算
議
案
全
体
を
一
括
し
て
審
査

す
る
「
小
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
小
委
員
会
で
は
、
各
会
派
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

あ
た
り
30
分
の
持
ち
時
間
で
、
一
問

一
答
方
式
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
総
括
質
疑
」
と
言
い
ま
す
。

　
問
　農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
か

ら
、
農
業
者
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
今
後
の
特
産
物

育
成
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　特
産
物
育
成
事
業
は
、
ナ
ス
、
花
菜
、

タ
ケ
ノ
コ
の
３
品
目
を
中
心
と
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
維
持
な
ど
の
支
援
を
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
特
産
物
の

創
造
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
と

あ
わ
せ
て
、
農
家
の
方
と
次
の
戦
略
に
向

け
た
話
し
合
い
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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。
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一
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の
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上
に
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た
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問
　新
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い
生
活
様
式
が
始
ま
り
、
イ
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ン

ト
開
催
に
は
、
3
密
回
避
の
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め
に
運
営

や
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工
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な
け
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い
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ラ
イ
ブ
映
像
な
ど
の
配
信
強
化
の
た
め
、

機
材
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　現
在
、
映
像
づ
く
り
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
外
部
委
託
を
す
る
か
、
職
員

な
ど
で
つ
く
る
か
を
仕
分
け
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。
職
員
で
つ
く
る
場
合
に
必
要

な
資
機
材
が
あ
れ
ば
、
そ
ろ
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　

　

問
　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
避
難
所
の
感
染
症
蔓

延
防
止
の
た
め
、
換
気
や
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　3
密
回
避
の
た
め
に
、
避
難
所
内
の
十

分
な
換
気
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の
追

加
備
蓄
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
や
間
仕
切
り

セ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
に
も
努
め
て
い
る
。

　

問
　介
護
保
険
の
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
で
の
本
市
の
評
価
や
、
高
く
評
価
さ

れ
た
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。

答
　令
和
元
年
度
の
評
価
は
、
京
都
府
内
で

１
位
で
あ
っ
た
。
評
価
の
視
点
は
、
自
立

支
援
重
症
化
予
防
な
ど
に
資
す
る
施
策
の

推
進
や
、
介
護
保
険
運
営
の
安
定
化
に
資

す
る
施
策
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
介
護
予
防
や
認
知
症
施
策
に
早
期
か

ら
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
点
が
、

高
評
価
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
問
　フ
ー
ド
バ
ン
ク
長
岡
京
で
は
、
食
品
ロ

ス
と
し
て
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
家
庭

な
ど
か
ら
持
ち
寄
り
、
福
祉
施
設
な
ど
に

提
供
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
し

て
い
る
。
活
動
の
周
知
な
ど
の
た
め
、
定

期
的
に
公
共
の
場
所
を
提
供
で
き
な
い
か
。

答
　フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
定
期
開
催
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
非
常
に
有
効
だ
と
考
え
る
。

定
期
的
な
開
催
に
は
、
団
体
の
協
力
も
必

要
に
な
る
が
、
公
共
の
場
所
で
の
開
催
に

向
け
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

　

問
　コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
中

で
、
市
税
の
猶
予
件
数
は
、
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
件
数
よ
り
少
な
い
。
国
民
健

康
保
険
料
に
は
減
免
が
あ
る
が
、
市
税
の

減
免
は
で
き
な
い
の
か
。
　
　
　
　
　
　

答
　市
税
の
減
免
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
、
猶
予
ま
で
至
ら
な
く

て
も
、
分
割
納
付
と
い
う
対
応
も
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
納
税
相
談
に
来
て
い
た
だ

き
、
相
談
に
乗
る
中
で
、
制
度
の
案
内
を

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
問
　直
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
。

指
導
員
が
事
務
を
行
う
た
め
に
も
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
導
入
が
急
が
れ
る
が
ど
う
か
。

答
　現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
優
先
度
の
高
い

施
設
の
建
て
替
え
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
他
事
業
の
進
捗
状
況
も
勘
案
し
つ

つ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
効
率
化

の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
が
必

要
か
ど
う
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　

問
　民
間
の
電
気
、
ガ
ス
事
業
者
は
、
生
活

保
護
世
帯
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に

直
接
接
触
さ
れ
る
ま
で
、
供
給
停
止
を
し

な
い
。
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、
直
接
対

話
な
ど
、
本
人
と
接
触
が
で
き
る
ま
で
は
、

給
水
停
止
を
待
て
な
い
の
か
。
　
　
　
　

答
　給
水
停
止
を
行
う
ま
で
に
、
電
話
や
現

地
訪
問
、
夜
間
訪
問
を
含
め
て
対
応
し
て

い
る
。
さ
ら
に
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
生

活
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
最
終
的
に
給

水
停
止
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
　
　
　

　

綿
谷
　正
已

輝（
か
が
や
き
）

進
藤
　裕
之

輝（
か
が
や
き
）

中
小
路
　貴
司

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

山
本
　智

公
明
党

冨
岡
　浩
史

石
井
　啓
子

公
明
党

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

広
垣
　栄
治

日
本
共
産
党

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

問
　令
和
元
年
度
は
、
平
年
を
上
回
る
数
の

台
風
が
発
生
し
、
５
個
が
上
陸
し
た
。
今

後
、
市
と
し
て
、
昨
年
度
の
台
風
の
教
訓

を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。
　
　
　
　

答
　台
風
接
近
前
に
は
、
気
象
警
報
の
発
表

を
予
想
し
、
職
員
向
け
の
メ
ー
ル
な
ど
で

配
備
体
制
、
初
動
体
制
が
遅
れ
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
災
害
発
生
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
危
険
箇

所
な
ど
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

必
要
な
物
資
な
ど
の
調
整
を
し
て
い
る
。

　

上
下
水
道

上
下
水
道

総
括
質
疑
と
は
？

　
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
は
、
分
野
ご
と
に

審
査
す
る
「
分
科
会
」

と
決
算
議
案
全
体
を
一
括
し
て
審
査

す
る
「
小
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
小
委
員
会
で
は
、
各
会
派
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

あ
た
り
30
分
の
持
ち
時
間
で
、
一
問

一
答
方
式
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
総
括
質
疑
」
と
言
い
ま
す
。

　
問
　農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
か

ら
、
農
業
者
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
今
後
の
特
産
物

育
成
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　特
産
物
育
成
事
業
は
、
ナ
ス
、
花
菜
、

タ
ケ
ノ
コ
の
３
品
目
を
中
心
と
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
維
持
な
ど
の
支
援
を
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
特
産
物
の

創
造
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
と

あ
わ
せ
て
、
農
家
の
方
と
次
の
戦
略
に
向

け
た
話
し
合
い
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　


